
 

 

     

な
か
な
か
上
が
ら
な
い
七
月
の
梅
雨
も
よ
う
や
く
上

が
り
、
猛
暑
が
連
日
続
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
暑
さ
は
、
今
後
も
当
分
続
き
そ
う
で
す
の
で
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
適
切
な
温
度
調
整
に
努
め
、 

熱
中
症
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

調
理
主
任
と
し
て 

 
 
 
 
 

玉
井
ゆ
み
子 

  

四
月
か
ら
調
理
主
任
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
玉
井

と
申
し
ま
す
。
望
岳
荘
に
は
何
か
と
ご
縁
が
あ
り
、 

古
い
望
岳
荘
の
時
と
合
わ
せ
て
今
年
で
九
年
目
と
な
り

ま
す
。 

 

い
つ
も
調
理
室
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
利
用
者

様
と
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
く
、
食
事
の
様
子
は
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
介
護
員
か
ら
「
今
日
の
お
か
ず
利

用
者
さ
ん
喜
ん
で
い
ま
し
た
よ
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た

時
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。 

 

私
自
身
も
食
べ
る
こ
と
は
楽
し
み
の
一
つ
で
す
が
、

利
用
者
様
に
と
っ
て
も
食
べ
る
こ
と
は
何
よ
り
の
楽
し

み
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
家
庭
の
よ
う
に
好
き
な
も
の
を

好
き
な
だ
け
食
べ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
利
用
者

様
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
気
持
ち
で
で
き
る
だ
け
好

み
に
合
わ
せ
た
食
事
を
提
供
で
き
た
ら
と
思
っ
て
調
理

し
て
い
ま
す
。 

 

七
月
誕
生
会
を
開
催
し
ま
し
た 

  

七
月
に
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
誕
生
会
を
、

七
月
二
十
六
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

七
月
の
誕
生
者
は
十
名
で
し
た
。
食
堂
で
皆
さ
ん
に

ご
紹
介
し
、
誕
生
カ
ー
ド
と
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
後
、

ハ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ス
デ
イ
の
歌
を
歌
い
、
ち
ら
し
寿
司

や
ケ
ー
キ
で
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、
ご
健
康
で
お
元
気
に
お
過
ご

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

          

盛
大
に
望
岳
荘
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た 

  

七
月
二
十
九
日
に
、
望
岳
荘
恒
例
の
夏
祭
り
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

好
天
に
恵
ま
れ
、
例
年
を
上
回
る
多
く
の
参
加
者
が

あ
り
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

提
灯
や
紅
白
幕
な
ど
で
飾
り
つ
け
が
行
わ
れ
た
中
庭

の
会
場
に
、
来
賓
、
木
島
平
村
役
場
、
議
会
、
民
生
児

童
委
員
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
烏
踊
り
保
存
会
な
ど

の
協
力
団
体
、
地
域
や
家
族
会
の
皆
さ
ん
な
ど
、
大
勢

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
中
学
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
が 

披
露
さ
れ
、
ビ
ー
ト
の
き
い
た
ダ
ン
ス
に
会
場
か
ら
は

大
き
な
歓
声
が
沸
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
感
動
さ
れ
、
「
す
ご
い
」 

「
良
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
「
木
島
平
ド
ド
ン
カ
」
と
「
烏
踊
り
」
の

踊
り
の
輪
に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
入
っ
て
い

た
だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
綿
あ
め
や
冷
た
い
か
き
氷
、
ボ
ン
ボ
ン
、 

ジ
ュ
ー
ス
、
ス
イ
カ
、
お
菓
子
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が 

あ
り
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
打
ち
上
げ
花
火
や
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
仕
掛
け

花
火
に
点
火
さ
れ
る
と
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓
声
が 

沸
き
上
が
り
ま
し
た
。 

利
用
者
や
ご
家
族
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
「
良
か
っ

た
」
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
、 

楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
来
荘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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七
夕
の
飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た 

                  

商
工
会
女
性
部
が
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
荘 

  

木
島
平
村
商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
、
七
月
二
日

に
草
取
り
・
花
植
え
・
ベ
ラ
ン
ダ
清
掃
等
の
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

老
人
ク
ラ
ブ
が
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
荘 

  

木
島
平
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん
が
、
七
月

二
十
二
日
に
草
取
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

老
人
ク
ラ
ブ
の
草
取
り
は
、
九
月
に
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

ハ
ー
モ
ニ
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
荘 

  

七
月
五
日
に
、
中
野
市
に
お
住
い
の
佐
藤
澄
夫
さ

ん
・
恭
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
森
の
水
車
」
「
雨
降
り
お
月
」
「
あ
あ
上
野
駅
」

「
兎
の
ダ
ン
ス
」
な
ど
の
演
奏
後
、
「
信
濃
の
国
」

「
ふ
る
さ
と
」
を
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
元
気
よ

く
歌
い
ま
し
た
。 

        

行
事
の
お
知
ら
せ
【
八
月
中
旬
～
九
月
】 

 

八
月 

十
二
日 

盆
供
養 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

〃 
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

（
午
後
） 

十
九
日 

書
道 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

二
十
二
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

 

（
午
前
） 

二
十
四
日 

誕
生
会 

 
 

 
 

 
 

（
昼
） 

二
十
五
日 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

九
月 

一
日 

手
工
芸 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

六
日 

書
道 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

七
日 

選
択
食 

 
 

 
 

 
 

（
昼
） 

八
日 

保
育
園
交
流
会 

 
 

 

（
午
前
） 

九
日 

老
人
ク
ラ
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

（
午
前
） 

十
二
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

 

（
午
前
） 

十
四
日 

絵
手
紙
交
流 

 
 

 
 

（
午
後
） 

十
五
日 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

（
午
後
） 

十
六
日 

敬
老
祝
賀
式 

 

（
午
前
十
一
時
） 

 
二
十
日 

喫
茶 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

 
二
十
三
日 

彼
岸
供
養 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

二
十
七
日 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

 
 

二
十
三
日 
北
鴨
区
朝
舞
い 

（
午
前
十
一
時
三
十
分

） 

二
十
八
日 
誕
生
会 
 

 
 

 
 

 

（
昼
） 

  
 
  

お 

知 

ら 
せ
・ 

 

☆ 

望
岳
荘
敬
老
祝
賀
式
に
つ
い
て 

九
月
十
六
日
（
金
）
午
前
十
一
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。 

 

☆ 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
に
つ
い
て 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
を
八
月
二
十
二
日
（
月
）
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 
 

☆ 

家
族
会
費
の
納
入
に
つ
い
て 

総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
、
今
年
度
の
家
族
会
費 

千
二
百
円
を
、
八
月
十
日
に
利
用
料
の
支
払
い
口
座 

か
ら
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

☆ 

面
会
時
の
飲
食
物
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て 

こ
れ
か
ら
お
盆
を
迎
え
、
面
会
に
見
え
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
事
故
防
止
の
た
め
に
、
次
の
点
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

・
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ
の
食
事
や
お
や
つ
は
、
管
理
栄

養
士
が
計
算
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
食
べ
物

の
持
ち
込
み
は
な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

・
手
作
り
の
食
べ
物
の
持
ち
込
み
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。 

・
既
製
品
に
つ
い
て
も
、
職
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

・
同
室
者
に
配
る
の
は
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。 

・
ご
親
戚
等
、
ご
面
会
の
機
会
の
あ
る
方
に
も
ご
一
報

を
お
願
い
し
ま
す
。 

みんなで飾り付けた大きな 

七夕が完成しました。 

「甘いものお腹いっぱい 

食 べ た い ！ ！ ！ 」 、  

「自由に歩きたい！！」 

などの願い事がたくさん 

書いてありました。 

また「宝くじが当たります

ように」という願いが  

書かれた短冊も飾ってあり

ました。 


